
令和４年度第２回 

「ワンチームとやま」連携推進本部会議(WEB)次第 

 
                                日  時：令和４年８月３０日（火） 
                                      １６時～１７時２０分 
                                場 所：県民会館８階バンケットホール（県側） 
                       

 
１  開    会 

 
２ 知事あいさつ              

 

３ 議  事  

（１） 令和４年度連携推進３項目の進捗状況について 

（２）県、市町村の行政課題等について 

 

４ 報告事項 

 

５ 閉  会 
 

配付資料 
資料１ 令和４年度連携推進３項目の進捗状況について 
資料２ 令和４年度本部会議年間スケジュール 

 
  参考資料１ 新型コロナウイルス感染症対策について 
  参考資料２ マイナンバーカードの普及等について 
  参考資料３ 富山県成長戦略カンファレンス「しあわせる。富山」の開催について 
  参考資料４ 富山県パートナーシップ宣誓制度（仮称）の導入について 
  参考資料５ 令和４年度新型コロナウイルス感染症対策子育て応援臨時交付金について 
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令和４年度第２回
「ワンチームとやま」連携推進本部会議(WEB)出席者

理事・ワンチームとやま推進室長



日時：令和４年８月３０日（火）
       １６時～１７時２０分
場所：県民会館８階バンケットホール（県側のみ）
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連携項目名
（提案市町村）

主な検討事項 担当部局 WG開催状況

ゼロカーボンシティ富山の実現
（魚津市、南砺市）

・効率的・効果的な温暖化対策の実施
・県・市町村が連携した共同啓発の実施

知事政策局
R3年度：4/27、5/20、8/19、10/21、3/29
R4年度：4/28、8/26

自治体行政のデジタル化
（射水市、氷見市、砺波市、滑川市）

・ＡＩ・ＲＰＡ等の共同導入による経費削減等
・自治体の基幹系業務システムの統一・標準
化
・マイナンバーカードの利活用による県内サー
ビスの統一化等

知事政策局（まとめ）
地方創生局
厚生部

令和3年度に引き続いて

5/2、8/8：IT担当課長会議
4/27、7/29：マイナンバー会議
7/8：被災者生活支援システムWG
4/26、5/30、6/28，7/1、7/26：クラウド関係会議
も活用し協議

農林水産物等の輸出促進に向けた連携・強化
 （富山市）

・輸出促進に係る体制の強化
・輸出志向事業者への支援策
・共同プロモーションの実施

農林水産部

○4/21：WG①
　・輸出拡大ジャンプアップ計画等情報共有
○7/27：WG②
　・輸出の取組状況の共有及び連携事項協議

「ワンチームとやま」連携推進本部　令和４年度連携推進３項目の進捗状況について
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「ワンチームとやま」連携推進本部 年間スケジュール 

 

 

 

令和２年度 

Ｒ３. １．１０ ※雪害対策への協力に関する臨時会議（WEB） 

Ｒ３. １．１９ 「ワンチームとやま」連携推進本部会議設置 

Ｒ３. ２．２２ ※新型コロナワクチン接種に関する臨時会議（対面＋WEB） 

令和３年度 

Ｒ３．５．１４ ※新型コロナワクチンの高齢者向け接種等に関する臨時会議

（WEB） 

Ｒ３．６．４ 第１回本部会議の開催 

Ｒ３．８．３１ 第２回本部会議の開催(WEB) 

Ｒ３．１０．２９ 第３回本部会議の開催 

Ｒ３．１２．８ ※新型コロナウイルス感染症対策に関する臨時会議(WEB) 

Ｒ４．１．２０ 第４回本部会議の開催 

Ｒ４．３．４ ※新型コロナウイルス感染症対策に関する臨時会議(WEB) 

 

 

 

Ｒ４．５月 16 日 R4 第１回本部会議の開催 

① 令和４年度連携推進項目の取り組み内容等の報告 

② 〃 スケジュール 

 

 

 

Ｒ４．８月 30 日 

 

R4 第２回本部会議の開催(WEB) 

① 連携推進項目の取り組みの進捗状況等の報告 

令和４年度 

 

Ｒ４．10月下旬 

 

R4 第３回本部会議の開催 

① 連携推進項目の取り組み結果の中間報告 

② 次年度の連携推進項目の取り扱いについて 

※一定の方向性が出たものがあれば入れ替えを検討 

 Ｒ５．１月下旬 

 

R4 第４回本部会議の開催 

① 令和４年度連携推進項目の取り組み結果報告  

② 新年度の取り組み方針・項目の協議・決定 

資料２ 











富山県成長戦略カンファレンス「しあわせる。富山」の開催について 

 

令和４年８月 30 日 

成長戦略室戦略企画課 

１ 目 的 

成長戦略を県内外に発信するとともに、県内外の方々が集い成長戦略の議論を深め、 

連携して取組みを進めるきっかけづくりの場を創設するため、富山県成長戦略カンファレン

ス「しあわせる。富山」を昨年度に続き継続開催するもの。 

※ 成長戦略の実行の年である今年度は、「ウェルビーイング×デジタル」という各プログ  

ラム共通のテーマを軸に、特に、新たなプロジェクトの創出・発展を重視 

 

２ サブテーマ 

  「デジタルが可能にする、わたしたちのウェルビーイング」 

 

３ プログラム構成等 

（１）ビジョンセッション（８月 22 日（月）～31 日（水）） 

10 月に開催するカンファレンスに先駆けて、①成長のシーズの発掘と地域に根差した

課題の洗い出し、②県内で活躍するプレーヤーや企業、県民と連携した取組みを創出す

るためのトークセッションを下記の日程で開催（参加者数：計 304 名（８月 19 日時点）） 

テーマ 日程 会場 

1 スタートアップ発掘大作戦 8/22 ほとり座 

2 シン・デジタル企業経営論～富山式～ 8/25 ほとり座 

3 地域を変えるコミュニティのつくりかた 8/26 新川学びの森天神山交流館  

4 女性が「さらに」活躍する社会へ 8/28 富山県美術館 

5 リアルビジネスの新しい価値 8/28 富山県美術館 

6 地方から世界へ～アート＆デジタル情報発信戦略～ 8/29 富山県総合デザインセンター 

7 ものづくりとデジタルの化学反応 8/30 能作 

8 富山の食とデジタルのおいしい関係 8/31 バール・デ・美富味 

 

（２）カンファレンス（10 月 28 日（金）～30 日（日）） 

成長戦略を県内外に発信するとともに、ビジョンセッションで洗い出した成長のシーズ

や地域課題等を、県外の事業者や専門家なども交えて掘り下げ、地域のニーズに対応す

るプロジェクト組成につなげるためのトークセッション等を開催 

※会場、プログラムなど詳細は調整中（ビジョンセッションにおける議論を踏まえて決定） 

参考資料３ 
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富山県パート ナーシッ プ宣誓制度（ 仮称） の導入について 

 

令和４ 年８ 月 30 日 

富    山      県 

 

 

 

 

 

 

１  制度概要 

（ １ ） 趣旨 

富山県人権教育・ 啓発に関する 基本計画では、 すべての県民が個人と し て尊重さ

れ、 多様性を認め合い、誰も が安心し て心豊かに暮ら せる 人権尊重社会を目指し て

いる 。こ れは、 県民一人ひと り のウ ェ ルビ ーイ ングを 向上さ せる こ と に繋がる も の

で、 多く の人たちが住みたい、 訪れたいと 思える 富山県と し ていく ために、 人権尊

重社会の実現に継続的に取り 組んでいく 必要がある 。  

その一環と し て、今回、 県内の性的少数者の方々から 創設を求める 声がある パー

ト ナーシッ プ制度について、性的少数者等の方々の心理的な安全性を高め、医療現

場等生活の具体的な場面での不都合の解消に資する ため、市町村の協力を得ながら

富山県と し て導入を進める 。  

 

（ ２ ） 対象 互いの人生のパート ナーと し 、 日常生活において責任を も って相互に協力

し 合う こ と を 約し た二人 

 

（ ３ ） 県への申請の手順（ 案）  

１ 宣誓日の事前予約

２ パート ナーシッ プの宣誓

３ 宣誓書受領証の交付

宣誓を希望さ れる 日の１ 週間前ま でに電話も し く はメ ールで宣誓日時の予約
① 宣誓希望日・ 時間
② 宣誓さ れる お二人の氏名と ふり がな〈 通称名の場合は、 戸籍上の氏名〉
③ 代表者の日中の連絡先の電話番号

予約し た日時に、 二人そろ っ て必要な書類を 持参し 、 県職員の前で
「 パート ナーシッ プ宣誓書」 によ り 宣誓、 自署し 、 県に提出。

書類の不備等がなく 、 要件を 満たし ている 場合は
①パート ナーシッ プ宣誓書写し （ 受領印を 押印）
②パート ナーシッ プ宣誓書受領証（ カ ード ） を 交付。

４ 受領証交付台帳への登録
 

 

 

富山県パート ナーシッ プ宣誓制度（ 仮称） について、 市町村の協力を 得ながら 、  

導入に向けて手続き を進めたい。  

参考資料４ 
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（ ４ ） 利用の場面 

① 公営住宅の申込み 

入居者資格の一つである 「 現に同居し 、 ま たは同居し よ う と する 親族がいる こ

と 」 について、 パート ナーシッ プ宣誓書受領証を提示する こ と で、 事実上婚姻関

係と 同様の事情にある 方である こ と 確認する 。  

② 公立病院での利用 

入院時に面会ができ る 者や手術等において同意を と る 者（ 家族） については、

原則と し て本人の確認を と っ ている が、 それができ ない場合に、 パート ナーシッ

プ宣誓書受領証を 病院に提示する こ と で家族である こ と を 確認する 。  

③ その他のサービ ス 等 

  サービス 等提供者から 利用場面を 募集し 、 HP で示す。  

 

 

２  主な懸念事項 

内容 対応 

公営住宅で入居での不正の可能

性がある のではないか。  

 

 

県営住宅の入居については、 申請時に入居申込書、 所得証

明書等と と も に、 続柄を確認する ための書類と し て、 世帯

全員の住民票、 パート ナーシッ プ宣誓書受領証を確認し 、

入居の許可を出す。 パート ナーシッ プ宣誓書受領証が適正

なも のかは、 県民生活課に確認する こ と を検討。 こ こ で確

認し たこ と が虚偽だと 分かれば、公営住宅法第 32 条第 1 項

の「 不正の行為によ って入居し たと き 」 に該当し 、 住居の

明渡し を求める こ と ができ る 。  

ま た、 毎年の所得条件・ 同居の確認を通じ て、 不正な利用

がないかを確認する 。  

公営住宅に関する 条例改正は必

要か。  

県営住宅条例では、入居者資格の一つである「 現に同居し 、

又は同居し よ う と する 親族」 について、 パート ナーシッ プ

制度宣誓者は「 婚姻の届出をし ないが事実上婚姻関係と 同

様の事情にある 者」 と し て扱う こ と と し 、 条例等の改正は

行わない。  

別の書き 方をし ている 条例も ある こ と から 、 市町村にて判

断いただく こ と と なる が、 県も 相談に乗る 。  

 その他、 疑問点、 懸念点については、 9 月以降定期的に開催する 市町村担当者会議

において、 相談・ 調査し 、 対応を 決めて共有し ていき たい。  
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３  市町村への依頼事項 

（ １ ） パート ナーシッ プ宣誓書受領証を 活用する 以下の事項の検討 

① 公営住宅への入居の際にパート ナーを 同居親族と し て扱う こ と  

② 公立病院での病状説明等の際にパート ナーを 家族と 同様に扱う こ と  

③ その他の市町村サービ ス で、パート ナーを 婚姻し ている 方と 同様に扱う こ と がで

き る サービス 等がある か 

（ ２ ） 県が行う 制度Ｐ Ｒ や性の多様性に関する 普及啓発の取組みへの協力 

 

 

４  今後のス ケジュ ール 

〇市町村担当者会議の開催（ ９ 月）  

  適用でき る サービ ス や具体的な利用の場面での課題・ 対応についての検討など  

〇要綱案の作成、 パブリ ッ ク コ メ ント の実施 

〇性の多様性に関する 理解促進の取組みの実施（ 10 月以降）  

  県民、 人権相談関係者等を対象にし たセミ ナーの開催等 



参考資料５ 
 

令和４年８月 30 日 

厚生部健康対策室 

 

令和４年度 新型コロナウイルス感染症対策子育て応援臨時交付金 

（令和３年度実施事業と同じ） 

 

 当該交付金につきましては、新型コロナウイルス感染症の小学生向け

ワクチン接種が行われるまでの臨時的措置として、昨年度実施しました。 

 その後、小学生向けワクチン接種は導入されたものの、新型コロナの感

染が急拡大していること、季節性インフルエンザの３年ぶりの流行が予

想されることから、多くの市町村や県議会から今年度も実施するように

要望を受けております。 

 このため、新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時

流行による発熱外来のひっ迫を回避するため、今年度も実施することと

いたしました。 

 

１ 対象事業 

 市町村が作成する事業実施計画に基づき、子育て世帯のコロナ感染対

策やコロナ禍での生活支援を行うため、令和４年度中に市町村が実施す

る以下の事業 

（１）新型コロナワクチン小児接種促進事業 

（２）新型コロナウイルス感染症と季節性インフルエンザの同時流行に

備え、小学生を対象として実施するインフルエンザ予防接種費助成 

（３）コロナ禍における、子どもや子育て世帯の生活援助事業 

（４）コロナ禍における、子どもや子育て世帯の心身の健康維持事業 

２ 予算 １．５億円（９月補正予算案として提案予定） 

  （財源：新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金） 

３ 市町村への交付基準 

（１）均等割 …交付金総額の 100 分の 20 を市町村に均等に配分 

（２）児童数割…交付金総額の 100 分の 80 を各市町村の小学生児童数に

応じて配分 

（問合せ）感染症対策課新型コロナウイルス対策班 

    TEL076—444-3556 FAX076-444-8900 


